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研究成果の概要（和文）：「自発的回復」と「二重過程理論」というアプローチで、課題の特性に関係なく馴化
に強い脳機能検査法の検査デザインを検討した。その結果、自発的回復については４週間の間隔で誘発されるこ
とを見出した。また二重過程理論については、否定的・中立的刺激のグループに被験者を分けることで、恐怖の
刺激が馴化の諸相に影響を与えることを見出した。これらの所見はより良い検査デザインの材料となる可能性が
示唆された。これらの結果は３つの学会で発表された。

研究成果の概要（英文）：We developed a strong brain function assessment method using "dual-process 
theory" and "spontaneous recovery," irrespective of task characteristics. One study induced 
spontaneous recovery with a four-week test interval, revealing a minimum interval needed for 
observation. Another study divided subjects into negative and neutral stimulus groups, showing that 
emotionally stimulating stimuli during testing influenced habituation. These findings, presented at 
three conferences, suggest valuable insights for improving test designs.

研究分野：医工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は脳機能計測法のアーチファクトの一つである反復計測による脳活動の純化を抑制するよりよい検査デザ
インのための材料を提供したことが有用と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高次脳機能障害のリハビリテーション経過中の脳活動変化を反復計測することは、客観的で詳
細な検証のために有用であるが、認知課題の反復計測からもたらされる馴化による脳活動低下
は、脳機能検査の大きなアーチファクトとなる。再現性の確保のため、アーチファクトの除去に
ついての数理的な処理に関する研究は数多く行われてきたが、認知機能の影響によるアーチフ
ァクトについての研究はほとんど行われていない。これまでのところ、非侵襲な近赤外線スペク
トロスコピー検査を用いた先行研究で、わたしたちは、強力な言語的葛藤の持続、という特性を
持つストループ課題が反復計測による馴化に強いことを見出した。しかし、単一の課題しか選択
できない状況では、高次脳機能障害の多様な病態には対応できない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ストループ課題の特性に依存せず、「二重過程理論」「自発的回復」「関心領域
の設定」そして「ネットワーク解析」の導入により、馴化に強く、反復計測が可能な脳機能検査
法の開発を目指すことである。 
 
３．研究の方法 
 
研究のリソースと重要性を検討し、本研究期間中は「二重過程理論」と「自発的回復」に重点
を置き、研究を行った。 
自発的回復に関する研究。反復計測による脳活動で馴化が起きにくいストループ課題と起き
やすい画像提示ストループ課題を用いた脳機能計測法を、健常成人２４名を対象に、初日、１週
後、５週後に施行した。１週後で馴化を誘発するために施行し、５週後では、４週間の間隔をあ
けることにより自発的回復の誘発を試みた。 
「二重過程理論」についての研究。驚愕や恐怖を伴う刺激は、馴化が起きにくい。この現象が
脳機能計測法展開できるかどうかを確認するために、健常成人２７名を否定刺激群と中立刺激
群の２群にわけて後出し負けじゃんけん課題を用いた脳機能検査を１日に２回、１週間後に２
回行い、脳活動の推移を検討した。否定刺激群は、じゃんけんの手の提示直前に怒りの顔のアイ
コンと緊急地震速報の警告音を、ついかし、中立刺激群には円形のアイコンと、ビープ音を提示
した。 
 
４．研究成果 
 自発的回復に関する研究 
 馴化の起きにくい、ストループ課題では３回とも馴化は認められなかった。画像提示ストルー
プ課題では１週後には馴化が認められたが、５週後には自発的回復が認められた。このことから
馴化の起きやすい認知課題でも自発的回復は起こることと、その感覚は少なくとも４週間であ
ることが示された。本研究は中間報告、最終報告として２つの学会で発表された。 

 
 二重過程理論に関する研究 
 中立刺激群では、週をまたいだ検査間で馴化が認められる傾向があったが、否定刺激群ではこ
の傾向は抑制された。そのかわり、１週の中の検査内で馴化が認められる傾向が出現した。この
ことは、否定刺激の初回が新鮮で活動を誘発する可能性はあるものの、初頭効果が強いため検査
内の馴化を誘発したものと考えられた。このことから、否定刺激は馴化の様相に影響を与えるこ
とと、すくなくとも検査間の馴化をある程度抑制できる可能性が示唆された。本研究は、中間報
告、最終報告として２つの学会で発表された。 
 
 
 



 
 
 以上２つの研究から、課題の性質によらない馴化抑制手段の可能性が示唆された。今後のより
よい脳機能計測法の検査デザインの確立に貢献するものと考える。 
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